
　株主のみなさまには，平素より格別のご高配をた
まわり，厚く御礼申しあげます。
　ここに当社第100期中間事業概況（2023年度上
半期）をご報告申しあげます。

2023年度上半期決算について
　振り返りますと，昨年度は燃料価格の高騰などに
より，過去最大の経常損失を計上し，自己資本比率
も過去最低となるなど，極めて厳しい財務状況とな
りました。
　こうした状況の中，２０２３年度上半期決算（連結）
は，燃料価格の低下による燃料費調整制度のタイ
ムラグ影響が利益を大きく押し上げたことに加え，
昨年度より実施しております電気料金の見直しなど
により，経常利益は前年同期に比べ，3,510億円増
加し，2,191億円となりました。
　2023年度中間配当金につきましては，財務体質
の安定化を図ることを最優先としながらも，決算の
状況および今後の収支の見通しなどを総合的に勘
案し，1株あたり5円として配当を再開させていただ
きました。

女川原子力発電所の再稼働に向けた対応について
　女川原子力発電所２号機の安全対策工事につき
ましては，追加で実施している「電線管の火災防護
対策工事」の工程に関して，改めて精査した結果，
工事完了時期を2024年2月に見直しいたしまし
た。なお，再稼働につきましては，2024年5月頃を
想定しております。

さらなる企業価値向上に向けて
　電力供給事業は，昨今，燃料・卸電力取引市場価
格の急激な変動により，将来の不確実性が増してお
ります。こうした状況に備えるため，引き続き，グ
ループ全体で「サービス提案の強化」，「原子力発電
所の再稼働」，「経営全般の徹底的な効率化」に取り
組むとともに，財務体質を早急に改善してリスクに
強い経営基盤をつくってまいります。加えて，成長
分野として位置付ける再生可能エネルギー事業や
スマート社会実現事業を中核として，企業価値向上
に向けた取り組みを着実に進めてまいります。

　株主のみなさまにおかれましては，今後とも，な
お一層のご理解とご協力をたまわりますようお願
い申しあげます。

2023年11月

株主のみなさまへ
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植物油インキを使用して
います。

お問い合せ先・郵便物ご送付先　※当社の事業所ではお手続きを承っておりませんのでご了承ください。

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部

〒137-8081 新東京郵便局私書箱第29号　三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部お手続用紙のご送付先

特別口座に係る下記４点のお手続用紙のご請求はホームページで24時間承っております。
　・変更届（住所，印鑑，氏名等）　 ・配当金振込指定書　・単元未満株式買取請求取次依頼書　・口座振替申請書
ホームページ　https://www.tr.mufg.jp/daikou/

お手続用紙の
ご請求先

電話 0120-232-711（通話料無料）（受付時間 土・日・祝日を除く 9：00〜17：00）お問い合せ先

当社ホームページ　https://www.tohoku-epco.co.jp/
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その他当社の取り組みは
こちらのQRコードから
ご覧いただけます。
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決算説明資料

決算ハイライト（2023年度上半期）

連結経常利益は，電気料金の見直しに伴う電気料金収入の増加や経営効率化に加え，燃料価格の低下に
よる燃料費調整制度のタイムラグ影響が差益に転じる見込みであることなどから，2,000億円程度とな
る見通しです。
中間配当金は，1株につき5円としました。また，期末配当金は，1株につき10円を予定しております。

業 績 予 想
配 当 予 想
（2023年度通期）

連結経常損益は，燃料価格の低下による燃料費調整制度のタイムラグ影響が利益を大きく押し上げたことに加え，
電気料金見直しなどにより，前年同期に比べ3,510億円増の2,191億円の利益となりました。親会社株主に帰属す
る四半期純損益は，前年同期に比べ，2,917億円増の1,553億円の利益となりました。

連 結 経 常 損 益
親会社株主に帰属
する四半期純損益

当社の販売電力量は，前年に比べ夏季の気温が高かったことにより冷房需要が増加したものの，産業用における稼動
減や節電の影響などにより，小売の販売電力量が減少しました。加えて，エリア外への卸売の販売電力量が減少した
ことなどから，販売電力量（全体）は，前年同期に比べ，4.8％減の374億kWhとなりました。

販 売 電 力 量

連結自己資本比率は，2022年度末に比べ3.0ポイント改善しておりますが，依然として厳しい状況にあります。また，
有利子負債残高も3兆3千億円を超える高い水準で推移しております。

連結自己資本比率
有利子負債残高

くわしくはこちら


